
第３学年 総合的な学習の時間 学習指導案

福岡市立 〇〇小学校

指導者 ●● ●●

１，題材「〇〇 いいとこ発見隊」 （地域）

２，指導にあたって

こんな子どもだから

○ １学期の総合的な学習の時間で、校区探検を行い、校区の「ひと・もの・こと」

についてふれてきた。本学級の子は、本校区にある公民館を探検し、校区の人が交

流できるための施設を見学し、そこで働いている公民館長さんとの交流を行った。

さらに、本題材においては、校区の「ひと」に視点をあて、校区をよりよくして

くれている「ひと」と出会えることができる題材である。 （題材）

○ 学習プリントなどに自分の考えを書いていると友だちの前で発表することができ、

友だちの意見も相手の方を向いてうなづきながら聞いたりすることができはじめて

いる。 （体験・伝え合う活動）

○ グループの友だちやクラスの友だちと協力して活動することができる。１学期の

校区探検では、公民館探検で館長さんの話を聞き、グループで発表することができ

た。 （人とのかかわり）

こんな教材で こんな手立てを（人とのかかわりは※印）

○自分が住んでいる「校区」という身 つ ○課題を明確にもち、自分の考えを

近な題材のため、一人ひとりが意欲 か はっきりさせるために次のことを

的に追求できる。 む 行う。

・興味・関心がもてるように視覚

○身近な人にインタビューができたり 資料を用意しておく。

いつでも調べることができたりする ※ＧＴの方の話を聞く

ので、意欲の継続につながる。 さ ○調べたことを表現物にまとめるた

ぐ めに次のことを行う。

○いろいろな人が校区のために頑張っ る ・相互に発表を見せあい、アドバ

ている事を知り、校区に愛着をもつ イスをもとに見直す時間を設定

ことがことができる。 する。

※グループで協力して調べる。

○人とのつながりや交流は、相手を理 ※ＧＴの方の話を聞く。

解することから始まることを知るき ひ ○自分の調べたことを発表し、自分

っかけとなる。 ろ の生き方につなげるために次のこ

げ とを行う。

○校区をよくするためには、自分たち る ・体験を行い、実体験をもとに感

がどんなことをしたらいいのか考え 想を書き、まとめ保護者やＧＴ

実行させることができる。 に発表する。

・実際に、自分たちができること

○表現物を使って、保護者や全校児童 の活動を行う。

に発表することができる。 ※ＧＴの方と一緒に活動を行う。



３，目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・自分たちが住んでいる地域に興味をもち、どんな人が地域に関わり、どんな思いや

願いをもっているか調べることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分たちが調べたことをまとめ、グループで分かりやすく発表することができる

○自分の生き方（価値的・態度的側面）

・調べたことや体験をもとに自分たちが住む校区をよくするために自分たちができる

ことを考え実行することができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・校区の方にインタビューしたり、友だちと協力して活動することができる。

（全２１時間）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫選決

段階 時間 学習活動 人とのかかわり 指導・支援 評価

☆は個別の支援

１ １、自分たちが住んでいる校区 ○友だちと校区 ○ 子 ども 達 が 意欲 ○自分の考

の自慢を話し合う。 の自慢を話し合 を も って 取 り 組め えを友だち

・学校の横に、海があるよ。 う。 る よ うに 写 真 を掲 の前で話し

・外国のお友だちがたくさ 示する。 自己 ている。

んいるよ。 （ 価 値 的 ・

・学校の隣には、きれいな 態度的側面）

公園があるよ。

・毎年、団地祭があるよ。

つ

２、話し合いをもとに課題をつ ○友だちの意見 ○ 自 分た ち の ふだ ○自分の考

くる。 を聞く。 ん の 生活 を ふ り返 えを友だち

○校区のために働いている人 させる。 自己 の前で話し

について話し合う。 ている。

・毎日ごみ拾いをしている ○ 前 時学 習 を 想起 （ 価 値 的 ・

か 人を見たことがあるよ。 し や すい よ う に， 態度的側面）

・お花に水やりをしていた 学 習 の足 跡 を 掲示

よ。 しておく。 選決

・あまり知らないよ。

学習課題①

〇〇校区をよりよくしてく

れる人たちが、どんな思い

や願いをもっているか調べ

む よう。

１ ３、地域のことに詳しい公民館 ○公民館長さん ○ 事 前に 打 ち 合わ ○しっかり

長さんに話を聞く。 の話を聞く。 せ を 行い 、 誰 の話 話を聞いて

・１学期の学習を想起させ、 を し ても ら う か打 いる。

地域に詳しい館長さんに話 ち 合 わせ を 行 う。 （ 価 値 的 ・



を聞く。 自己 態度的側面）

１ ４、（１）校区をよりよくして ○活動の様子を ○ 活 動の 様 子 が分 ○ＧＴの方

くれる人の活動の様子を見 見て感想を出し か り やす い よ うに の様子を見

る。 合う。 ビ デ オや 写 真 をと て課題をも

・毎日校区のごみ拾いをして っておく。 共感 つことがで

くださる地域の方。 きる。

・花壇を整備し、花を植えて （技能的側面）

くださる方。

・団地祭の実行委員長の方。

・外国の方と地域、学校をつ

なげくれている方。

（２）調べる計画をたてる。 ○自分の課題を ○なぜ，その課題 ○課題解決

・一人一人の課題を決める。 友だちに発表す を 調 べた い の か理 のための計

・わたしは，なんでごみ拾 る。 由 も はっ き り させ 画をたてる

いを続けているのかくわ る。 選決 ことができ

しく知りたいな。 ☆ 考 えの 思 い つか る。

・ぼくは、団地祭が楽しか な い 子に は ， 掲示 （技能的側面）

ったから、もっとくわし 物 を もと に 学 習を

く知りたいな。 ふり返らせる。

１ （２）グループで課題解決のた ○ 学 習の 見 通 しを

めの計画をたてる。 も ち 意欲 的 に 取り

本 ・もう一度、くわしく話を 組 め るよ う に 計画

時 聞いてみたいな。 表を準備し、計画

・実際にその場所を見に行 をたてさせる。

ってみよう。 自己

５ ５，課題を解決するための追究 ○ＧＴから，詳 ○ ス ムー ズ に イン ○意欲的に

活動を行う。 し く 教 え も ら タ ビ ュー で き るよ 調 べ て い

○グループごとにＧＴにイン う。 うに， GTと話の内 る。

タビューをし、詳しく話を 容 を 打ち 合 わ せし （ 価 値 的 ・

聞く。 ておく。選決 態度的側面）

さ ・なぜ、活動を始めたのか。

・子ども達に対して、どんな

思いや願いがあるか。

○ＧＴに質問をする。

○実際に現地に行って、写真

ぐ を撮ってくる。

４ ６，調べたことをもとに表現物 ○グループで協 ○ 今 まで の 学 習を ○友だちの

にまとめる。 力 し て 話 し 合 ふ り 返り ， よ りよ 意見をしっ

・誰か分かるように写真を う。 い 表 現物 に な るよ かりと聞い

る 使おう。 ○グループで協 う に モデ ル を 提示 ている。



・この言葉を必ず言おう。 力して調べる。 する。 自己 （ 価 値 的 ・

態度的側面）

○発表の準備をする。 ☆ グ ルー プ の 中に ○意欲的に

・発表原稿 入れない子には 声 発表の準備

・表現物 をかける。 を し て い

○さらに分かりやすくする る。

工夫について話し合う。 （価値的・

・自分の感想を考えよう。 態度的側面）

・見やすくするためにもっ

と字は少なくしよう。

１ ７，中間発表会をする。 ○他のグループ ○一人一人が意欲 ○相手を意

（１）中間発表会をし，お互い の発表を聞く。 を も って 学 習 に取 識して伝え

にアドバイスをしあう。 り 組 める よ う に話 合う活動を

し 方 ・聞 き 方 を意 行っている

識させる。 選決 （ 価 値 的 ・

態度的側面）

４ ８，校区の方たちの思いや願い ○ 思 いや 願 い を受 ○意欲的に

＋ を知り、新たな学習課題をたて け 止 めて 自 分 たち 活動を行っ

課 る。 が で きる こ と を気 ている。

外 学習課題② づかせる。 自己 （ 価 値 的 ・

自分たちが校区のために何 態度的側面）

ができるか考え、実行しよう

ひ

１ ・ぼくも一緒にごみ拾いを ○話し方聞き方「あ ○楽しく堂

やってみよう。 い う えお 」 を 意識 々と発表し

ろ ・わたしも一緒に花壇の させる。 選決 ている。

お世話がしたいな。 ☆ 発 表に 自 信 のも (技能的側面）

て な い子 に は ，発

９，「〇〇 いいとこ 発見隊」の ○保護者やＧＴ 表 メ モを 見 せ なが

げ 発表会を行う。 に自分たちが調 ら発表させる。

・保護者やＧＴを招待し、自分 べたことを発表 ○ 学 習プ リ ン トを

たちが体験したことも絵や写 する。 用 意 し， 自 分 のが

る 真を使って発表する ん ば った と こ ろを

書 か せ， 自 分 のよ

さ に 気づ か せ る。

自己

２ １０，単元のまとめをする。 ○ＧＴの方を想 ○ 全 体の 活 動 を振 ○これから

○学習をふり返り、お礼の手 いながら手紙を り か えら さ せ ，地 の自分の生

紙を書く。 書く。 域 の いい と こ ろを き方を見つ

確認する。 自己 けることが

できる。

（ 価 値 的 ・

態度的側面）



５，本時（４／２１） １０月１９日（月） ５校時 場所：３階ホール

６，本時について

目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

地域の人に興味をもち意欲的に調べる計画をたてることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

友だちの説明を聞いて、自分の考えと同じところやちがうところを考えながら、

グループの意見をまとめることができる。

○自分の生き方（価値的・態度的側面）

自分や友だちの考えを比べ、お互いのよさに気づくことができる。

前時までに

○校区の自慢する所には、必 ○同じ課題のグループが話し

ず人の手が加わっていて、そ 本 時 やすいように前時までの掲示

のお世話をする人の話を簡単 の手だて 物や場の工夫を行う。

に聞いている。 ○話し合ったことをまとめや

○学習課題をもとに一人一人 すいように色カードや話し合

が課題を決め、自分たちで調 いの手引きを準備しておく。

べたいことを考えている。そ ○本時の学習をふり返りやす

のことをみんなで調べたいと くするために、グループに計

いう意欲をもっている。 画表を用意し、次時の活動に

に活かせるようする。

７，準備

教師・・・学習の流れ、計画表、話し合いの手引き

児童・・・ふりかえりカード、色カード

８，展開 （４／２２）

自己存在感を持たせる支援 自己 共感的人間関係を育成する支援 共感 自己選択・決定の場 選決

配時 学習活動 人とのかかわり 指導と支援 評価

☆は個別の支援

５ １，本時のめあてを確認する。 ○前時までの学習を

分 ふり返るために掲示

グループで調べるため 物 を 使 っ て 説 明 す

の計画をたてよう。 る。 自己

５ ２，学習の流れを確認し、話し ○学習の流れが分か

分 合うことを確認する。 るように掲示してお

・調べたいわけ く。 選決

・調べること（何を）

・調べ方（どうやって）

１８ ３，課題別グループに分かれて ○ グ ル ー プ で ○話し合いの手順が ○ 話 し 合 い

分 話し合う。 話し合う。 分かるように話し合 の 中 で 友 だ



①ごみ拾いをしてくださる○ いの手引きを活用す ち の い い と

○さんグループ る。 選決 こ ろ に 気 を

②団地祭のお世話をしてくだ ☆話し合いに参加で つ け な が ら

さる○○さんグループ きにくい子には、学 聞いている。

③花壇お世話をしてくださる 習プリントを見直す （ 価値的 ・態度

○○さんグループ ように声をかける。 的側面）

④ PTA のお世話をしてくだ ○学習課題につなが

さる○○さんグループ るかどうか意識して

話し合わせる。選決

１２ ４，（１）全体に発表する。 ○ 友 だ ち の 発 ○自分たちのグルー

分 ・なんで、ごみ拾いを始めた 表を聞く。 プとの相違点を意識

のか調べたいです。 して聞かせる。共感

・実際にどんなふうにごみ拾

いをしているか見に行って

みたいです。

・なぜ、お花のお世話をして

いるのか、聞きに行ってみ

たいです。

（２）発表を聞いた感想を聞 ○ グ ル ー プ で ○他のグループで良 ○ グ ル ー プ

く。 話し合う。 かったところを参考 で協力して、

にさせ、計画を見直 学 習 計 画 を

させる。 共感 た て る こ と

５ ５，今日の学習をふり返る。 ○ふり返りカードを が で き て い

分 ・自己評価 用意し本時をふり返 る。

・今日の学習の感想 らせる。 選決 （知識的側面）(技

能的側面）

９，学習形態

前

掲示物 掲示物

掲示物 掲示物



 
 
 
 
 
 

しかい    ●今から  〇〇いいとこ発見たい  

       みんなに、「調べたいわけ」「調べ方」「調べたいこと」の意見を聞きたいと

思います。 

について、話し合いを始めます。 

        それでは○○さん（くん）からお願いします。 

（自分の左の人からじゅん番に聞きましょう！！） 

 

 

① ○○さん  ◎はい。わたしは～に書きました。（わけは～だからです。） 

 

② しかい  ●○○さんと同じような（にている）意見を書いた人はいませんか。 

 

③ ○○くん  ◎はい。ぼくも○○さんと同じ（にている）意見を書きました。 

 ④ しかい  ●ほかにいませんか（同じ人がいれば、全員ききましょう。） 

 

⑤       しかいの人も同じ考えがあれば発表しましょう。  

↓ 

 （同じ・にている考えがでた後） 

↓ 

            

⑥ しかい    ●その他の意見がある人は手をあげて、発表してください。 

            （①番のやりかたにもどります。） 

 

        

・グループ全員の意見がぜんぶでたり、終わりの時間がきたら 

               

 

しかい    ●それでは、これでグループの話し合いを終わります。 

 

みんな        「おわります。」 



メンバー（ ）

さんグループ

調べたいわけ 調べ方（どうやって）

調べたいこと（聞きたいこと）



学習の流れ

①「めあて」を書く。

。②グループで話し合う
調べたいわけ調べ方

調べること

③全体で話し合う。
調べたいわけ調べ方

調べること

。④グループで話し合う

調べる方 調べること

「 」 。⑤ 今日の学習で を書く
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